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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 21,531 7.5 567 △1.2 492 △7.6 239 △67.5

2026年３月期中間期 20,025 10.4 574 3.1 532 4.4 738 168.6
(注) 包括利益 2027年３月期中間期 522百万円( 91.8％) 2026年３月期中間期 272百万円( 100.4％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 5.71 －

2026年３月期中間期 17.14 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 44,532 18,121 40.7

2026年３月期 41,043 17,769 43.3
(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 18,121百万円 2026年３月期 17,769百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 4.00 － 4.00 8.00

2027年３月期 － 4.00

2027年３月期(予想) － 4.00 8.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,540 3.8 1,510 7.4 1,360 5.2 750 △36.1 17.63
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.８「２．中間連結財務諸表及び主な注記 (３) 中間連結財務諸表に関する注記事項（中間
連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 49,235,000株 2026年３月期 49,235,000株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 7,237,050株 2026年３月期 7,237,050株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 41,997,950株 2026年３月期中間期 43,107,022株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料３ペ
ージ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、為替相場の円安基調が続くなか、原油価格の上昇などもあり物価の高

騰が企業の設備投資や個人消費の足かせとなっております。

このような状況下で当社グループは、販促ソリューション事業の印刷媒体において、原料価格や電力燃料費の値

上がりにより、内製効率化によるコスト削減では賄いきれない程度の原価高騰に見舞われております。このため、AI

を活用した工場の更なるデジタル化、WEBやマス広告など販促媒体の多様化などを今まで以上のスピード感で推し進

め、利益率の改善に努めております。コンテンツ事業におきましては、原価低減施策の推進や自社IP作品の創出を積

極的に進めることで事業の拡大に努めております。環境事業におきましては、リサイクルの全国ネットワークを進め

ており、今後も引き続きM&Aを中心にエリア拡大に取り組みます。

これらの結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高が前中間連結会計期間と比べ15億６百万円（7.5％）増収の

215億３千１百万円、営業利益は６百万円（1.2％）減益の５億６千７百万円、経常利益は４千万円（7.6％）減益の

４億９千２百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は４億９千８百万円（67.5％）減益の２億３千９百万円になり

ました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。なお、当社グループは、経済環境や市況の変化に対応するセグ

メント区分の戦略的リビルドを行い、当中間連結会計期間より業務管理区分を「販促ソリューション事業」「コンテ

ンツ事業」「環境事業」に再編しております。以下の前年同期比較については、前年同期の数値を更新後のセグメン

ト区分に組み替えた数値で比較しております。詳細は、「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸

表に関する注記事項（セグメント情報）」に記載のとおりであります。

①販促ソリューション事業

購買履歴やマーケティング分析を活用したダイレクトメールは引き続き需要が高く、折込チラシやカタログの受注

も堅調に推移したもの、原材料費や電力費、燃料費が増加したことで、売上高は、189億６千２百万円（前年同期比

７億５千１百万円増収）、セグメント利益は４億９千１百万円（前年同期比１億４千８百万円減益）になりました。

今後も生産効率向上に努めるとともに、グループ連携によるデジタル販促ソリューションを拡大してまいります。

②コンテンツ事業

出版印刷の新規受注獲得や内製強化による外注加工費の削減など生産性向上に努めたことに加え、文庫本やデジタ

ルコミックにおける配信取次等が堅調に推移したこともあり、売上高は、12億１千５百万円（前年同期比５千２百万

円増収）、セグメント利益は１億１千１百万円（前年同期比６千３百万円増益）になりました。引き続き、内製化率

の向上を図りつつ、新規取引先の獲得に向けて営業活動を強化してまいります。

③環境事業

前期10月に北海道にある有限会社丸正北海総業を、2026年４月に同じく北海道にあるリサイクル事業会社である㈱

グリーン・アクティヴのグループ化によりリサイクルエリアの拡大とともに、北海道エリアでのリサイクル事業を強

化したことと、ＲＰＦサーマルリサイクルや擬木などのマテリアルリサイクルといったプラスチックリサイクルの収

益拡大に努めたことで増収増益となり、売上高は、13億５千３百万円（前年同期比７億２百万円増収）、セグメント

利益は１億８千万円（前年同期比１億１千８百万円増益）になりました。

今後も引き続き、グループのシナジーを活かした生産性向上に努めるとともに、M&Aを活用しながら事業エリアの

拡大を図り、安定した収益事業につなげてまいります。
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（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて10.5％増加し、199億９千万円となりました。これは、売掛金が減少した

ものの、現金及び預金が増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて6.9％増加し、245億４千１百万円となりました。これは、建物及び構築物

やリース資産を償却したものの、M&Aにより、建物及び構築物、機械装置及び運搬具、のれんなどが増加したことな

どによります。

これらの結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて8.5％増加し、445億３千２百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.3％増加し、141億４千６百万円となりました。これは、支払手形及び買

掛金と電子記録債務が減少したものの、金利上昇局面において、当期に計画していた資金調達を第１四半期に行った

ことにより１年内返済予定の長期借入金が増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ29.8％増加し、122億６千３百万円となりました。これは、リース債務が減

少したものの、流動負債の増加要因と同じく資金調達を第１四半期に行ったことにより長期借入金が増加したことな

どによります。

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて13.5％増加し、264億１千万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて2.0％増加し、181億２千１百万円となりました。これは、剰余金の配当を行

ったものの、利益剰余金の増加やその他有価証券評価差額金が増加したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

「販促ソリューション事業」においては、デジタルを核とした顧客の売上を最大化する全方位型販促ソューション

を確立し、ダイレクトメール、WEB広告、通販番組、TV・新聞広告・カタログなどメディアの垣根を超えた販促ソリ

ューションの具体的な提案・案件化を加速してまいります。

「コンテンツ事業」においては、生産体制や物流面で蓄積したIoT技術を活かして生産性向上に努めるとともに、

デジタルと融合し、作品が資産となるIP創出に取り組んでまいります。

「環境事業」においては、既存事業の拡大に加え、積極的なM&Aによる全国規模のリサイクルネットワークを構築

することで事業領域や業容エリアの拡大に努めてまります。グループ会社内での販促活動や生産体制などでシナジー

を活かすとともに、M&Aにより成長性を高めたいと考えております。

これらを進めるとともに、戦略的な経営資源の投下により成長性と利益率の高い体制構築に取り組んでまいりま

す。

2027年３月期の連結業績見通しにつきましては、売上高445億４千万円、営業利益15億１千万円、経常利益13億６

千万円、親会社株主に帰属する当期純利益７億５千万円を見込んでおります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,189,423 10,289,962

受取手形 82,652 42,999

売掛金 6,473,012 6,266,122

電子記録債権 1,336,072 1,352,375

棚卸資産 1,401,650 1,383,495

その他 645,593 693,935

貸倒引当金 △33,621 △38,877

流動資産合計 18,094,782 19,990,013

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,546,967 6,139,723

機械装置及び運搬具（純額） 2,243,306 2,794,012

土地 7,533,453 7,822,831

リース資産（純額） 1,045,380 890,197

建設仮勘定 23,383 42,437

その他（純額） 230,972 264,278

有形固定資産合計 16,623,463 17,953,479

無形固定資産

のれん 1,985,385 2,024,838

その他 212,919 203,442

無形固定資産合計 2,198,304 2,228,280

投資その他の資産

退職給付に係る資産 13,225 13,705

その他 4,153,389 4,385,712

貸倒引当金 △39,287 △39,281

投資その他の資産合計 4,127,327 4,360,136

固定資産合計 22,949,096 24,541,896

繰延資産 42 331

資産合計 41,043,921 44,532,241
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,417,128 3,101,537

電子記録債務 3,655,163 3,369,235

1年内返済予定の長期借入金 4,512,986 4,898,172

リース債務 389,639 354,827

未払法人税等 479,061 294,430

賞与引当金 227,854 222,771

圧縮未決算特別勘定 － 205,035

その他 1,140,868 1,700,519

流動負債合計 13,822,700 14,146,530

固定負債

社債 － 15,300

長期借入金 7,619,830 10,133,316

リース債務 826,571 679,940

繰延税金負債 32,370 193,455

退職給付に係る負債 883,700 908,794

資産除去債務 37,865 38,212

その他 51,334 294,856

固定負債合計 9,451,671 12,263,874

負債合計 23,274,372 26,410,404

純資産の部

株主資本

資本金 3,393,842 3,393,842

資本剰余金 3,394,528 3,394,528

利益剰余金 11,576,995 11,646,760

自己株式 △1,317,867 △1,317,867

株主資本合計 17,047,498 17,117,263

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 645,534 928,667

退職給付に係る調整累計額 76,516 75,905

その他の包括利益累計額合計 722,050 1,004,573

純資産合計 17,769,549 18,121,836

負債純資産合計 41,043,921 44,532,241
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 20,025,679 21,531,845

売上原価 17,721,784 18,882,884

売上総利益 2,303,895 2,648,960

販売費及び一般管理費 1,729,719 2,081,617

営業利益 574,175 567,343

営業外収益

受取配当金 47,449 46,620

その他 14,519 17,208

営業外収益合計 61,969 63,828

営業外費用

支払利息 95,094 135,901

その他 8,689 3,245

営業外費用合計 103,784 139,147

経常利益 532,360 492,024

特別利益

固定資産売却益 290 17,733

投資有価証券売却益 966,513 285

負ののれん発生益 － 12,629

受取保険金 － 205,035

特別利益合計 966,803 235,684

特別損失

固定資産除却損 77,259 5,333

減損損失 167,423 －

圧縮未決算特別勘定繰入 － 205,035

その他 22,058 38,846

特別損失合計 266,742 249,215

税金等調整前中間純利益 1,232,421 478,492

法人税等 493,617 238,535

中間純利益 738,804 239,957

親会社株主に帰属する中間純利益 738,804 239,957
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 738,804 239,957

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △466,841 283,133

退職給付に係る調整額 449 △610

その他の包括利益合計 △466,392 282,522

中間包括利益 272,411 522,479

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 272,411 522,479
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

○税金費用の計算

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積

実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法に

よっております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当中間連結会計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

減価償却費 722,482千円 723,291千円

のれんの償却額 87,979千円 125,070千円

（セグメント情報等）

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
中間連結損益
計算書計上額販促ソリュー

ション事業
コンテンツ

事業
環境事業 合計

売上高

顧客との契約から生
じる収益

18,211,255 1,163,241 651,182 20,025,679 － 20,025,679

外部顧客への売上高 18,211,255 1,163,241 651,182 20,025,679 － 20,025,679

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 2,306 12,800 15,106 △15,106 －

計 18,211,255 1,165,548 663,982 20,040,786 △15,106 20,025,679

セグメント利益 639,320 47,525 61,861 748,708 △174,532 574,175

（注）１.セグメント利益の調整額△174,532千円は、全社収益122,953千円、のれん償却額△87,979千円、子会社の取

得関連費用△50,545千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△158,961千円が含まれています。

なお全社収益はグループ会社からの経営指導料等であり、全社費用は当社のグループ経営管理に係る費用で

あります。

２.報告セグメントのセグメント利益は、営業利益にのれん償却費を足し戻した償却前営業利益にて表示してお

ります。

３.セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
中間連結損益
計算書計上額販促ソリュー

ション事業
コンテンツ

事業
環境事業 合計

売上高

顧客との契約から生
じる収益

18,962,773 1,215,493 1,353,578 21,531,845 － 21,531,845

外部顧客への売上高 18,962,773 1,215,493 1,353,578 21,531,845 － 21,531,845

セグメント間の内部
売上高又は振替高

775 1,050 14,265 16,091 △16,091 －

計 18,963,548 1,216,544 1,367,844 21,547,937 △16,091 21,531,845

セグメント利益 491,279 111,523 180,748 783,552 △216,209 567,343

（注）１.セグメント利益の調整額△216,209千円は、全社収益142,753千円、のれん償却額△125,070千円、子会社の

取得関連費用△55,441千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△178,451千円が含まれていま

す。なお、全社収益はグループ会社からの経営指導料等であり、全社費用は当社のグループ経営管理に係る

費用であります。

２.報告セグメントのセグメント利益は、営業利益にのれん償却費を足し戻した償却前営業利益にて表示してお

ります。

３.セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、経済環境や市況の変化に対応するためセグメント区分の戦略的リビルドを行い、第１四半期連

結会計期間より業務管理区分を次のとおりに変更しております。「情報デジタル事業」「プリントメディア事業」

「BPO事業」を統合し「販促ソリューション事業」とし、「情報デジタル事業」に含まれておりました電子書籍事

業、IP関連事業と、「プリントメディア事業」に含まれておりました出版印刷事業を統合し、「コンテンツ事業」

としました。これにより、従来の４事業を「販促ソリューション事業」「コンテンツ事業」「環境事業」の３事業

へ再編しております。なお、前中間連結会計期間のセグメント情報については、変更後のセグメント区分に組み替

えた数値で記載しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


